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近年大型化する天文分野のミッションにおいて、打ち上げ機会が多く短い期間で開発可能な、超小型衛星や観
測ロケットなどの小型飛翔体が注目されている。小型飛翔体に搭載可能なX線光学系において、搭載スペースの
制約下で高感度を維持することは難しい。そこで我々は、高い角度分解能を有する光学系を軸に、小型飛翔体搭
載に向けた小型の高感度X線撮像分光観測装置を開発している。本装置の主な観測対象としては、太陽、高光度
恒星コロナ・フレア、超巨大質量ブラックホール、そして地球オーロラなどを検討している．
我々は焦点距離 250mmの観測装置デザインに対して健全性評価のため、反射鏡 2枚搭載時の振動耐性評価試

験を実施した。口径の異なる 2枚 (φ 20, 40mm)の円筒模擬ミラーを用いて試作品を作製し、振動応答を確認し
た (天文学会 2025年春期年会　吉原他)。今回我々は、新たにφ 60mmの円筒模擬ミラーの接着までを完了し、振
動試験を実施予定である。また 6Uサイズの超小型衛星搭載に向けた焦点距離 100mmの観測装置デザインの検
討も進めている。現在、丸型と四角型のデザイン候補 2 案の基本設計まで完了し、振動耐性、組み立て手順、そ
してアライメントの観点で詳細設計を進めている。らに、短焦点距離化により軟X線による評価が必須となるた
め、評価システムの検討・構築も進めている。本講演では開発の現状について紹介する。


